実績報告に添付する工事写真一覧および注意事項
〇工事写真一覧

【浄化槽本体設置工事】
	写真の種類
	写真撮影のポイント

	１．着工前
	浄化槽整備士が正面を向き、実地に監督していることを証する写真とすること。

	２．掘削状況
	掘削の深さがわかるようにスケールで示すこと。

	３．基礎砕石
	基礎砕石の厚みがわかるようにスケール示すこと。

	４．砕石地業
	転圧作業を行っている様子を写すこと。

	５．ベースコンクリートのベース厚確認
	コンクリートの厚さがわかるようにスケールで示すこと。

	６．ベースコンクリートの寸法確認
	ベースコンクリートの幅、長さがわかるようにスケールで示すこと。

	７．浄化槽本体搬入
	据付前に本体の型式、メーカー名が確認できるように写すこと。

	８．浄化槽据付(水平確認)
	水準器等を用いて水平に設置されていることを示すこと。

	９．埋戻し前水張り
	水張り用ホースとともに、水張りの様子を写すこと

	１０．水締め埋戻し
	埋め戻し用の土砂に水を撒いて水締めする様子がわかるように写すこと。

	１１．埋戻しつき固め
	ランマ機材等を用いた作業の様子がわかるように示すこと。

	１２．スラブ配筋
	配筋の構造がわかるように写すこと。

	１３．嵩上げ
	嵩上げの高さがわかるようにスケールで示すこと。

	１４．完成
	浄化槽上部および周囲の状況を示すこと。

	１５．ブロワ設置
	電源コードを接続して稼働していることがわかるように示すこと。


＊敷地内処理常置を設置する場合は、その工事写真（着工前、掘削、埋め戻し等）も添付すること
【単独処理浄化槽撤去】

	写真の種類
	写真撮影のポイント

	１．着手前（撤去前）
	当該浄化槽の撤去場所で、背景に工事を行う場所の周辺状況と共に写っていること。

	２．汚泥汲み取り
	汚泥引き抜きの状況をバキューム車と共に写すこと。

	３．堀上げ、解体
	当該浄化槽を掘り起こし、取り壊している状況を写すこと。

	４．埋め戻し
	埋め戻しの状況が分かること。

	５．運搬
	掘り起こした当該浄化槽をトラック等に積載した状況を写すこと。

	６．工事完了（撤去完了）
	当該浄化槽撤去後の状況（周囲の状況含む。）を写すこと。（更地又は合併処理浄化槽設置後の写真）


【宅内配管工事】
	写真の種類
	写真撮影のポイント

	１．着手前（撤去前）
	既設の単独処理浄化槽や既設ますの設置状況、建物など周囲の状況がわかるように写すこと。

	２．既存配管の状況
	掘削後の既設配管の状況がわかるように写すこと。配管のすべてが写らない場合は、複数枚に分けること。

	３．布設状況
	新設配管の布設状況がわかるように露出した状態を写すこと。配管のすべてが写らない場合は、複数枚に分けること。

	４．放流先との接続状況
	側溝等の放流先との接続状況がわかるように写すこと。

	５．完成（埋め戻し状況）
	埋め戻し後の状況を写すこと。


〇注意事項
・工事写真については、工事用黒板に日付を入れる等、撮影日がわかるように示すこと。
・不足・不備がある場合は、補助金を交付できない可能性があります。
・スラブ配筋の写真については、撮り忘れがないよう特に注意すること。
